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産学連携による化粧品研究とその応
用-TRPチャネルと汗腺の研究について-	

	
本セミナーでは、皮膚の感覚をコントロールする技術と汗の分泌を抑
える技術）について、その研究背景を中心にご紹介いたします。皮膚
の感覚、特に温度感覚はTRP（Transient Receptor Potential）チャネル
によって受容され、脳や他の組織に情報が伝達されます。いわば、
TRPチャネルはセンサーとして働いているのです。これらのセンサー
を上手にコントロールすることで感覚を調整することができます。私
たちはこのTRPチャネルの皮膚感覚における重要性を研究し、その制
御薬剤を発見、化粧品に応用してきました。また、私たちは、汗の分
泌を担っている小さな器官である汗腺が汗を分泌する際に収縮するこ
とを見出し、効果的な制汗技術を構築いたしました。 
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2005年６月　生理学研究所・岡崎統合バイオサイエンスセンター　共
同研究員 
2011年３月　総合研究大学院大学生命科学研究科生理科学専攻　博士
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